令和元年度　京都市立洛北中学校　旅立ちの辞
  まぶしい日ざしに春を感じる今日。私たちは洛北中学校を卒業します。思い返すとあっという間の三年間でした。

　一年生の頃から私たちといえばレクリエーションです。みんなで団結を深めていきました。企画から始まり、進行、振り返りまで自分達で一つ一つ作り上げていきました。たとえ単純なゲームであっても全力で盛り上げてた楽しんだことはとても良い思い出です。そうして学年を一つにしていきました。

　みんなで楽しむことが大好きな学年ですが、時としてエネルギーがあり余ることも度々でした。校舎を騒がせるガラスの音にベルの音。しかし、その都度、先生方は丁寧に私たちと向き合って下さったのです。そして、少しずつ私たちは成長してきました。

　行事の好きな私たちです。体育祭では、一、二年生とはちがう立場となり、集団演技、展示、応援、すべての面で教える苦悩を知りました。下級生に歯がゆさを感じる日々。ですが、違ったのです。三年生自らが協力・自覚・団結する必要がありました。私たちはこれらのことを今一度確認し合ったのです。合唱コンクールでは互いに切磋琢磨した選択曲。学年合唱では気持ちがかみ合わず、曲としての完成が危ぶまれましが、ここでも私たちの団結力は磨かれ、最高の合唱を創り上げました。

　修学旅行では、平和について深く学ぶことができました。民泊学習では沖縄の文化に触れ、貴重な体験をさせていただくことができました。グスク山の上から見下ろせるエメラルドグリーンの海、赤いハイビスカス。美しさの背景に潜む戦争の傷あと。私たちは決して戦争は繰り返してはいけないと強く心に刻んだのです。

「真の平和についてともに考えていく」

「命の重みを知った私たちは毎日を大切にして生きる」

これが私たちの平和宣言です。

　家族のみんな。ケンカをしたり傷つけてしまうときも多くありました。それでも真剣に向き合ってくれました。本当に感謝の気持ちでいっぱいです。大人になった気でいますが、まだまだ半人前です。時には甘えることがあると思います。その時は受け止めて私たちの背中を押してください。

　在校生のみんな。私たちはみんなが思っているようなかっこいい先輩になれたでしょうか。なれたならうれしいです。これから、この洛中を一生懸命かっこよく引っぱっていってください。

　一緒に卒業していくなかまたち。この場をかりて言わせてください。ありがとう。これからみんな別々の道を進んでいきます。どんな未来が待っているか未知数です。不安になってつまずくこともあるはずです。そのときは、洛中で出会い、ぶつかり、はげまし合い、ともに楽しんだ最高のなかまとの日々を思い出してください。

　今年の生徒会スローガン『めざせ！全員完走　洛北マラソン』のゴールは目の前です。しかし、ゴールテープの先はそれぞれのマラソンコースが続いています。途中つらくなるかもしれません。でも洛中生なら大丈夫です。「一生懸命がカッコイイ」と知っているからです。互いに支え合いかけぬけていきましょう。

　卒業式で私たちの団結力の集大成として歌うはずだった合唱曲『群青』。『群青』の歌詞にあるように「あたりまえが幸せと知った」令和二年の春。日本中が新型肺炎のため不安定ななか、このような心温まる卒業式を挙行していただいき本当にありがとうございました。会場にいらっしゃる皆さんはもちろん、私たちの成長関わってくださったすべての方々に感謝します。ありがとうございました。

　本当にありがとうございました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和二(二〇二〇)年三月十三日　

第六十八回卒業生一同
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